　　『ミステリー』　　　　　　　ジョーズ
　　　　　　　　　　　　　
　夏休みも半分が過ぎた。
　そんな時に私達ミステリ研究部はとある郊外――俗に言う田舎にやってきた。
「楽しみだなー、合宿」

「今度は一体何を計画しているの、二木君？」

「二木が言うわけがないな」

「その通り。流石灰田だ。よく分かってる」

「二木先輩、そういうのよくやるんですか？」

「あら、菊山君は知らないの？　彼、けっこう好きよ、そういうこと」

「こ、怖いことじゃないでしょうね、部長？」

「宇川君、怖いんですか？」

「う、うん。堺さんは、そういうの平気なの？」

「どちらかといえば、得意なほうです。部長がどんなものを用意しているのかにもよりますけど」

「まさかその怪奇現象って、二木先輩が起こしているってわけじゃないですよね？」
「噂があるのは本当だぞ。だから皆で調べて、何も無かったら俺が仕掛ける」

「今回も、随分沢山荷物を持ってきたわね、二木君」

「ふっふーん、当然」

「どういう噂なんだ？」

「あれ、灰田には話してなかったか？」

「多分、皆知らないんじゃないかしら？」

「そうか。悪い悪い。噂では確か、無人のはずの校舎に人の気配がしたり、変な音が聞こえるらしい」

「気のせいでしょう」
「おいおい菊山ー、夢のないことを言うなよー」

「現実的なだけです。だからこそ、本当のミステリーに憧れるんですよ」

「でも菊山君の言うミステリーって、推理物でしょう？」

「お、そうなのか菊山？　何で村井が知ってんだ？」

「よくそういう本を読んでいるからよ」

「ああ、それは本当の超常現象と人為的なトリックとを見分けるためですよ」

「おお、同士よ。菊山、今度一緒に探偵映画を見ようぜ。どっちが早く犯人当てられるか勝負だ！」

「部長は推理も出来るんですか？　憧れます」

「堺さんも、推理小説を読んでみたらどうかしら？　面白いわよ」
「ところで部長、今何時ですか？」

「ちょっと待ってろ宇川。んー、そろそろ午後四時だな」

「そろそろ着くころなのよね、二木君」

「もうちょっとだな」

　私の前では、他の部員たちが楽しそうに話している。
　私は小さくため息をつくと、空を見上げた。

私達は夏休みを利用して、合宿をすることになった。どうやら廃校があるらしく、田舎なのでろくに整備もされないまま残っているらしい。私達はその廃校で二泊三日を過ごすのだ。
一度部長がこの廃校を訪れているらしく、ちゃんと鍵はついているし、地元の人間も近づかないのだという。トイレやお風呂については、部長は、楽しみにしとけよ、と言ってはぐらかすだけだった。……とても気になる。
どうやらそこで奇妙なことが起きるとの噂が地元ではあるそうで、私達はミステリ研究部としてその実証を行うのだそうだ。
しかし本当に怖いのは人間だという信条を持つ私は、そういう曰くは信じていなかった。あくまで噂だし。
まあ例え人間による奇怪な事件でも顧問の南先生は昨日既にその廃校に行ったので、余程のことは無いと思う。
自治会にも許可は取ったらしい。
　さてこのミステリ研究部、とても怪しい部活の割には部員数が私を含め七人。皆入部にはそれなりの理由があると思うが、その中では私が一番不純だろう。

　私がミステリ研究部に入った理由。それは、部長が好きだから。
去年、中学三年生の時、今私が通っている高校の文化祭で、私は今の部長と初めて会った。日本各地の様々な謎の現象について、彼ははつらつと、とても楽しそうに語っていた。
すいている教室になんとなく入ったら、彼に出会えた。彼とは初めて会った気がせず、どこか惹かれるものを感じた。私はその時、運命を信じてもいいと思った。
　直ぐにも第一志望校と決め、必死で勉強した。その甲斐あって、見事入学することが出来た。そしてもちろん、ミステリ研究部に入部した。
　中学では合唱部だったが、別に良かった。

　でも、彼にも好きな人が居るという噂を、私は聞いた。その時、真昼だというのに、目の前が真っ暗になったような気がした。

　もしかしたら嘘かもしれない。そんな淡い期待を抱きながら、月日が無為に過ぎた。結局私は部長に、噂の真意を尋ねることは出来なかった。

　そして今もそのことで悩んでいる私は、いつもの調子を持てずにいる。普段はお喋りで明るい性格だと自負しているけれど、今は暗い気持ちが口数を減らしている。
　出来るだけ早く、部長に聞こうとは思っているんだけれど、こればっかりは、切り出せなかった。

「おーい、置いていくぞー」

　気がつくと、私の周りには誰も居なかった。右にも左にも田畑が広がる、田舎独特の道。その道の先に、私を除いたミステリ研究部員がこちらを向いて立ち止まっていた。皆我が高等学校の制服で身を包み、それぞれリュックサックやショルダーバッグを持っている。私は慌てて自分のショルダーバッグを揺らしながら彼らのほうに駆け出す。

「どうした草野、疲れたか？」

「あ、違います。ちょっと、考え事をしていて……」
　少し息を切らせる私に、部長は心配そうに声をかけてくれた。

「無理するなよ。よし、目的地はもうすぐだ。頑張るぞ」

　そう声をかけて歩き出す部長に部員が続く。私は最後尾を一人で歩いた。

「よし、着いた」

　廃校と聞いてイメージするものと大体同じような有様となった校舎だった。壁や窓ガラスは汚れていて、所々ヒビが走っている。私は崩れないだろうかと心配になった。中には既に顧問の南先生が居るはずなので、門は開いていた。私は後ろに誰も居ないことを確認すると、門を閉め、鎖を巻きつけ南京錠をつけた。

「あれ？」

　部長が、下駄箱への扉の前で首を傾げた。

「どうしたんですか、ニ木部長？」

　女子部員の堺さんが尋ねる。

「いや、扉が開かないんだ」

「他の扉は？」

　女子部員の村井先輩が聞いた。そして三人の男子部員、灰田先輩、菊山君、宇川君が他の扉を開けようと試みる。
「駄目だな。どれも開かない」

「参ったな。先生に聞いてみよう」

　部長は携帯電話を取り出した。
「あ、駄目だな。圏外だったっけ」

「外に出ているわけじゃなさそうね。昼寝でもしているのかしら」
村井先輩は冷静に考えを口にするが、宇川君は少し不安そうだった。私はまだ若く活動的でちょっと抜けてるところのある女性である、顧問の南先生の顔を頭に浮かべる。あの人なら、有り得るかもしれない。
「あ、あのもしかして、本当に幽霊が……」

「だったら面白そうだな」

宇川君の不安をあっさりと笑い飛ばす部長。

「扉は開かなくても、窓はどこか鍵が開いているだろ。皆、手分けして探そう。開いた窓が見つかったら、……そうだな、大声で知らせてくれ」

　そう言うと、部長は荷物をピロティーに置いて、すぐに走っていってしまった。残された私達は顔を見合わせると、各々荷物を置き、散りはじめた。私は村井先輩と、堺さんは灰田先輩と、菊山君は宇川君と一緒に動く。
　この校舎はＹの形になっていて、西、北東、南南東に校舎がのびている。その中心の一階が吹き抜けとなっていて、そこがピロティーだ。校舎の東側にグラウンド、北西に体育館とプール、南西に駐車場や駐輪場と思われる空きスペースとテニスコートがあった。
私と村井先輩は西校舎を見てまわることにした。駐車場はそれほどでもないが、テニスコートはすっかり寂れていて、私が卒業したあの中学校もいつかこうなるのだろうかと思うと、何だか哀しかった。
村井先輩を見ると、教室のガラス戸を注視しているので、本来の目的を思い出し、慌てて窓ガラスを目を凝らして見る。
　閉まっている窓も一応動かそうと試みるが、当然動かない。そんな私を置いて先輩はすたすたと先に行く。
　先輩と距離が開いてしまい、追いつこうとしたその時、

「おーい、見つけたぞー」

と、後方から部長の声が響いた。
村井先輩の反応は速く、すぐさまこちらに振り向いた。すれ違う瞬間私と一瞬目が合い、再びすたすたと来た道を引き返していく。私はそこでようやく、駆け足で声のした方角へ向かった。

そこはピロティーに近い男子トイレだった。手当たり次第窓を開けようと試みたところ、あっさりとこの窓が開いたらしい。これも部長が細かいところまで見逃さなかったおかげだそうだ。
そんな内容の部長の話をよそに、荷物を持った灰田先輩と菊山君、宇川君は開いた窓から校舎の中に入っていく。

「おいおい、一番乗りが何で俺じゃないんだよ。……ん、何だ、男子トイレは入りづらいか？」

　中々入ろうとしない私と堺さんを見て部長が尋ねる。私と堺さんは顔を見合わせたあと、曖昧に微笑む。

　するとそこに荷物を持った村井先輩が遅れてやってきた。

「どうしたの、入り口を見つけたんじゃなくて？」
「ああ、見つけたぞ。男子トイレだが」

「そう。ご苦労様」

　そう言うと村井先輩は男子トイレの中に入っていった。スカートとか気にならないのだろうか？　それに男子トイレに入るということも。
「ほら、お前らも入れ入れ」

　部長の言葉に押され、私達は渋々男子トイレの窓淵に手をかける。先に堺さんが入り、その後を私が戸惑いながら続く。

　――部長にスカートの中、見られないようにしなくちゃ。

部長は男子トイレから出てくると、明るい声で皆に告げる。

「そんじゃ、これから職員室で眠っている南先生を起こしにいくぞ」

　そう言って、部長は楽しそうに歩き始めた。私達も部長に続いていく。歩きながら堺さんは、南先生もおっちょこちょいだね、と私に同意を求めてくる。ホントホント、と私は答えつつ、先導している部長を見つめる。そして、……彼を見つめている村井先輩を。
　村井先輩が、部長の恋人？

　私はふと頭をよぎった考えを認められずに、村井先輩から顔を逸らした。少しおどおどした感じの宇川君が目に入る。
　宇川君は、何を考えているのかな。

　その奥に菊山君の姿。視線の先には村井先輩が居る。私はまた、さっと村井先輩から目を逸らすと、菊山君を見る。

　もしかして、菊山君、村井先輩のことが、好き、なのかな？

「草野さん、どうしたの？」
　堺さんに声をかけられる。彼女には、好きな人とか、居るのだろうか？

「ううん、何でもないけれど」

　堺さんの向こうに、灰田先輩が居る。灰田先輩は、相変わらず無表情で、何を考えているのか分からない。私は堺さんに視線を戻す。
「私、何か変だった？」
「うん。どこか緊張しながらきょろきょろしていたわ」

　堺さんは正直で、清楚って感じがする。私もこんな風になれたら、少しは人から好感を持たれるようになるのかな。

「あ、それはほら、この校舎の中と、ここから見える景色が気になって、さ」
「そっか。そうよね」

　堺さんは微笑んだ。私は彼女に嘘をついてしまったことで、少し心が傷む。正直な彼女と嘘つきの私を心の中で比べてしまう。
「お、きっとここが職員室だな」
　気がつくと、私達は職員室の前に居た。そこはピロティーの丁度上、二階にあった。部長がドアをノックする。

「先生、南先生、起きているかどうか知りませんが、居たら返事ください」

　しーん、とした静寂だけが返ってくる。

「開けますよー」

　部長はドアノブを回した。鍵はかかっていなかったらしく、ドアが開く。

　中に入る部長。私達も部長に続いて中に入る。

「先生が、居ない」

　最初にそう言ったのは灰田先輩だった。灰田先輩の言うとおり、職員室に南先生の姿は無かった。

　机も椅子も無く、ただ広く空しい、職員室だった場所。そこに南先生の姿は無い。
「先生！　南先生！」

　そう言って、職員室を飛び出たのは村井先輩だ。それに続いて、部長が、

「皆、校内を捜索して先生を探そう！」

と叫ぶ。
いつもは落ち着いている村井先輩と、何事にも動じないような明るい部長が、本気で動揺していることを感じ取ったようで、皆の顔つきが変わる。私にも、ただ事じゃ無い、という雰囲気が伝わってきた。
村井先輩を追うように職員室から出た灰田先輩に続き、菊山君が出て行く。部長も出て行き、私と堺さんは目を合わせると、同時に頷き、二人で職員室を出る。

その際、宇川君が中で呆然としているのが見えた。

南先生を呼ぶ声が校舎に響き渡る。廊下を走り、教室の扉を開け、中に人が隠れられそうな場所の有無を確認し、有ればそこを調べ、無ければまた別のところを探し、というようなことを堺さんとこなす私。廊下でたまに先輩方や同輩に会うと、お互いに報告し合い、まだ誰も行っていなさそうな場所へと向かう。しかし、南先生を見つけたという報告は、無い。

暫くして、一旦職員室に集合だ、という部長の声が聞こえ、私と堺さんは職員室へと戻った。

「誰か、南先生を見つけたか？」

　部長が尋ねるが、その答えは部長自身、既に知っていた。誰からも、見つけたという報告が無いからだ。部長はため息をつくと、そうか、と重々しく言った。

「一先ず、落ち着こう。ここに荷物を置いて、少ししたらまた先生を探そう。皆、それぞれ自分の行った場所について話して――」

「ぶ、部長！」
　声のした方を見ると、宇川君が恐る恐る手を挙げていた。部長は、どうした、と尋ねる。

「菊山が、帰ってきていません……」
　私は職員室内を見回した。確かに、菊山君の姿が見当たらない。

「そういえば遅いな、菊山。俺の声が聞こえなかったのかな」

「まさか」

　そう言って思案顔をしたのは灰田先輩だ。堺さんは、今にも泣きそうな顔をしている。私も、悪い考えが頭を離れない。

――もしかして、まさか、でも、もしかしたら……。
そして、皆が想像しているであろうことを、宇川君が言った。
「も、もしかして、菊山も、せ、先生と同じように、いなくなったんじゃ――」

「菊山君！」
「待つんだ！」

　宇川君の言葉を聞いて職員室を出て行こうとする村井先輩を、部長が止める。

「二木君、でも！」

「今言っただろう。落ち着くんだ。もし南先生に続いて、菊山も居なくなってしまったっていうんなら尚更だ」

　部長の言葉で、辺りが静まる。村井先輩が引き返してきた。

「いいか、まず皆が捜索した場所を教えてくれ。多分、菊山は俺達が探していない場所に居るはずだ。何かがあって、そこから出られなくなったのかもしれない。それと、勝手な行動は避けるように。もしまた人が居なくなったら、大事だからな」
「そうね。ありがとう、二木君」

　私は村井先輩に驚く。部長に向かって微笑を浮かべていたからだ。私は村井先輩の笑顔を一度も見たことが無かった。

　――部長にだけ、特別？

　私はそんなことを自然と考えてしまう頭を、菊山君まで居なくなってしまったことに対する危機感を持つように叱る。

　部長が続ける。
「じゃあ、先ずは俺から。俺が調べたのは南校舎の一階から四階までだ。途中、二階で村井に会った」

「そうね。私は二階全域かしら。そういえば、北校舎二階で菊山君と会って、彼、体育館に行くって言っていたわ。北校舎一階から行けるみたいだから、ついでに一階も見てくるって。それと途中、西校舎で堺さんと草野さんに会ったわ」
「は、はい」

　堺さんが口を開く。私は堺さんに、説明お願い、という意を込めて頷く。堺さんも頷き、説明を続ける。
「私は草野さんと、西校舎を一階から四階までを調べました。西校舎の階段は屋上につながっていましたが、屋上への扉は開きませんでした。二階で村井先輩と会って、そう、それから、四階で菊山君に会いました」
「それ、どのくらい経った頃か覚えているか？」

「え、あ、はい。四階は最後に行ったから、かなり経った後だと、思います」
　部長の問いに戸惑いながら、堺さんが答える。そしてちらとこちらを向き、同意を求めるような視線を送る。私は同意の意を込めて頷く。
　――堺さんの返答に動揺のようなものがあった。ということは、堺さんも部長のことが……。
　私はまた余計なことを考える頭を、右拳でこつんと叩いた。

「私が菊山君を見たのは早い段階だったわ。そうすると菊山君が消えたのは堺さん達に会った後かしら」
「灰田は？」

「僕は校舎の外に行ったよ。プールや校舎の陰を調べて、グラウンドに何か痕跡が無いか、校舎の外見に変わったところは無いかの確認、そんなところ」
　普段は無口な灰田先輩も、声に緊張感を孕んでいた。

「収穫は？」

「無かった」

「そうか。宇川は？」

　部長は、恐怖からか震えている宇川君に目を向ける。宇川君は震えた声で答える。

「ぼ、僕はずっと、ここ、職員室に、い、いました」

「分かった。じゃあまとめてみよう。まだ俺達が行っていないのは、北校舎の一階、三階、四階、そして体育館、この辺りを重点的に探そう」
「分かったわ」
　返事をしたのは、村井先輩だけだった。灰田先輩と堺さんは無言のまま頷き、宇川君は震えたまま、がくがくと頭を上下させた。

　私は、分かりました、と部長にするはずだった返事を飲み込んだ。村井先輩に先に言われてしまい、言い辛くなってしまったのだ。
「じゃあ、そうだな、俺は北校舎の一階に行く、村井は三階、灰田は四階に行ってくれ。調べ終わったら一階に集合して、三人で体育館を捜索だ」
「あの、私達は？」

　私は部長に尋ねる。

「三人は、そうだな、ついていってもらったほうが良いかな。じゃあ二年生一人、一年生一人の二人で捜索しよう。どういう組み合わせで行こうか」

「あの、私、部長と行ってもいいですか？」

　私より先に、堺さんが小さな声で言った。

　私は驚いて堺さんを見る。堺さんは握りこぶしを作っていて、下唇を噛んでいた。相当怖いのだろう。
――だとすると、堺さんは部長と一緒に居ると安心するってこと？

「分かった。無理はするなよ」

「はい」

　部長が立ち上がると、堺さんも立ち上がった。そして職員室のドアを開ける――音が聞こえる。

　部長と堺さんの後姿を、私は見ることが出来なかった。

「それじゃあ、そうね、私は宇川君と行くわ。灰田君は草野さんをお願い」

「分かった」

　村井先輩はそう言って、宇川君を連れて出て行った。

「行くぞ」

　灰田先輩がゆっくりと立ち上がる。私もゆっくりと、立ち上がる。

　そしてそのまま、ゆっくりと歩き出した灰田先輩の後を、心なしか重い足取りでついていった。
　北校舎四階には南校舎四階から行った。近いところから扉を開けていく。

　最初の部屋は、木製のカウンターがあることから図書室だったのだろうと思う。

　本棚も机も椅子もない図書室は、こんなに寂しい場所なんだな、と思えた。大きく息を吸うと、木の匂いが鼻を刺激する。

「ここから隣の部屋にもいけそうだな」

カウンターの奥に、隣の部屋に行くための扉があった。恐らく、司書室だろう。
しかし、今やその面影も無く、ただ壁と窓に囲まれた空間があるだけだ。

「ここにも隠れることができそうな場所はありませんね。次の部屋に行きましょうか」

「そうだな」

　私と灰田先輩は図書室を出た。

「草野」

「え、あ、はい」

　余り喋ることのない灰田先輩が話しかけるなんて珍しいことなので、私は動揺する。
「お前は、どうしてミステリ研究部に入ったんだ？」

　私は灰田先輩の問いに、どきりとする。

「そ、それは、こういうまだ解明されていない謎というか、科学では解き明かされていないことに興味があって」

　私は、こう質問された状況を想定して用意しておいた返事を記憶から取り出す。

　本当は、部長に言うつもりだったんだけれどな。

「そうか。……今、どんな気分だ？」

　先輩は私の顔を見ながら、重い口調で語りかけてくるので、私はたじろぎながら言う。

「え、そ、そのう、やっぱり、ちょっと、いえ、かなり、怖いです。自分も、いつのまにか消えてしまいそうで」
　でも、もし私が消えたとして、部長が助けてくれたら、嬉しいな。

「そうか」

　灰田先輩は、口を閉じた。

　私は質問の意図が気になりながらも、隣の部屋に到着したため、頭を切りかえる。

　中は、防音のため壁に穴が開けられていることから、音楽室だろう。しかしそれ以外何も無い。

　――哀しい。

　自然と、そんな風に思った。なんだか、肌寒い気もする。

「あれ？」

　隅に、紙切れのようなものが落ちている。私は近づいてみた。

「楽譜だ……」

　題名は、書かれていない。二枚の楽譜だった。これは……ピアノの楽譜だろうか。題名と、歌詞まで書かれている。擦れていて、何て書いてあるかは分からないけれど。
　

　どこかで、ピアノの音が聞こえた。

「ひっ！」

　息を呑むと、即座に振り返る。しかし、灰田先輩が不思議そうな顔でこちらを見ているだけだった。
「どうかしたか？」

　灰田先輩が歩み寄る。

「あの、今、何か聞こえませんでしたか？」

「いや。どうした、息を切らして？」

　気が付くと、先輩の言ったとおり、私の呼吸は荒くなっていた。一旦落ち着いて深呼吸する。

　何だったんだろう、空耳、かな？

「今、この部屋から入れる隣の部屋を見たところだが、これといって手がかりとなるものは無かった。……その音、どこから聞こえた？」
「分かりません。遠いような、近いような。でも、空耳だと思います」

「……そうか。もうこの階は調べ終わった。一階に下りるぞ」
「あ、その、先輩」

「どうした」

「ここに楽譜のようなものが……あれ？」

　無い。さっきまで確かに私の手の中にあったのに、いつの間にか楽譜が消えている。辺りを見ても、どこにも無い。

「楽譜？」

「あ、いえ、えっと、すみません。見間違いだったようです」

「……そうか。さあ、下に行くぞ」

「はい」

　私は灰田先輩についていった。
　私と灰田先輩が一階に着くと、既に四人が待っていた。どうだったか、と尋ねる部長に、灰田先輩が首を横に振り、答えに代えた。

「これで、まだ俺達が探していないのは体育館だけになった。きっとここに、南先生と菊山がいるはずだ。体育館は俺達三人だけで十分だから、三人は職員室に戻っていてくれ。もしかしたら、二人が帰っているかもしれないからな」

　そう言って、先輩方はすぐに行ってしまった。

　私は、口にしかけた言葉を、言えなかった。
「な、なあ」

　震える声が背後から聞こえる。宇川君だ。

「も、もしかしたらさ、先輩方も、消えちゃうんじゃないか？」

「止めてよ！」

　堺さんが怒鳴った。私は彼女が怒鳴り声を初めて聞いた。
「で、でもさぁ、もしかしたらって……」

　宇川君が消え入るような声で言う。

「行こう。先輩達は、きっと大丈夫だよ」

　そう言って、私は階段を上り始めた。二人も、階段を上る。

　それ以上誰も何も言わなかった。恐らく、今堺さんも宇川君と同じ不安を抱いているのだろう。

　――もしかしたら、先輩が消えちゃうんじゃないか。

　私が、部長に言おうとしたことと、全く同じ不安を。
　

　不安を大きくさせる静寂が、どれだけの時間そこに有っただろうか。不意にそれは消え、きい、というドアが開く音が響いた。

　それと同時に私達はドアの方を向く。

　部長が入ってきた。何だか暗い顔をしている。
　部長に続き村井先輩も現れる。

「は、灰田先輩は？」

　宇川君がそう言うのと同時に、灰田先輩が現れる。

「僕は無事だ」

　ほう、という安堵の息が漏れる。堺さんも宇川君も安心したような顔だった。

「俺達は無事だ。でも、菊山は見つからなかった。南先生も、居なかった」

　部長の言葉に、村井先輩と灰田先輩が俯く。
「そ、それじゃあ、この学校には居ないって事ですか？」
　堺さんがまた不安そうな顔に戻って言う。
「そういうことになるな。俺達がここに戻っている間にどこか別の場所に移動したっていうんなら話は別だが、その可能性はまず無いだろうし」

　職員室に不安と困惑が立ち込める。皆、これからどうして良いか分からなさそうだ。静寂を破ったのは、村井先輩だった。

「ねえ、一旦ここを出ましょう。何とか携帯電話が通じる場所に言って、警察に任せましょうよ」
「……そうだな、それが良いかもしれない」

　村井先輩の提案に、部長が頷く。全員も納得といったような顔をしている。

　部長が立ち上がる。それに続いて、皆腰を上げた。そしてゆっくりと、職員室から出て行った。

　私も立ち上がり、先輩方に続いて職員室を出ようとした。――その時、

　遠くで、ポロロン、と、ピアノの音が――

　耳元に冷たい息を吹きかけられたかのような寒気を覚え、反射的に振り返る。しかし堺さんが暗い顔で私の後を着いてくるだけで、他に誰も居ない。勿論、ピアノなんて無い。私の恐怖に気付いたのか、堺さんが、どうかしたの、と尋ねてきた。私は、何でもない、と言って、前を向き直す。

　――気のせい、だったのかな？　でも、確かに……。

　私は変な寒気を感じて身震いした。

　昇降口まで、私は変な寒気を感じたままだった。昇降口に着くと、部長は最も近い扉の鍵を開けようとした。つまみ錠である。
「ん、あれ？」

　片手では動かなかったようで、部長は両手で鍵を掴んで何とか開けようとするが、全く動かない。
「錆び付いているのかしら？　でも、そこまでしても開かないなんて、変ね」

　灰田先輩が隣の扉の鍵を開けようとする。しかし、開かない。嫌な予感が私の頭を過ぎる。

　部長は次々と他の扉の鍵を開けようとする。動いた錠は、一つもない。

「嘘……」

　堺さんが呟く。宇川君は床に膝をついて、両手で肩を押さえて震えている。

「俺達が入ってきたトイレの窓に行こう！」
　叫び、走り出す部長に、灰田先輩と村井先輩が続く。私も立ち尽くしたままの堺さんの手を取り、走り出す。

　――嘘だ。そんなこと無い、有り得ない！

　トイレには程なく着いた。先輩たちはトイレに入っていく。私も中に入った。
　先輩達は、立ち尽くしていた。

「二木君、ど、どうしたの？」

　肩で息をする村井先輩に、部長は背中を向けたまま答えた。
「俺は、最後にここを通ったんだ。その時、俺は鍵を閉めた」

　淡々と言う部長。

「その時一旦、鍵が動くかどうか試したんだ。その時は、鍵は動いた。なのに、……動かない」

　戦慄が走った。

私は事実が飲み込めず、口が半開きのまま動かない。
「……ちょっと、下がってくれ」

　部長が何かを決意したかのように頷くと、灰田先輩と村井先輩に向かって言った。
　灰田先輩と村井先輩は、少し戸惑いつつも後退する。

「もうちょっとだ」
　さらに後退する二人。
　部長は再び小さく頷くと、部長もまた、窓から距離を置く。そして、一つ深呼吸をする。

「え、まさか、お前……」

　灰田先輩が何かに気付いたかのようにそう言ったのと同時に、部長は窓に向かって突進した。

　部長の肩と窓ガラスが当たり、ガン、という鈍い音がした。
私は息を呑む。

それは、部長の行動と、窓の割れていない事実に対してだった。

「こんなことって……」

村井先輩が首を横に振る。
部長は部員の中では随一の体力と力を持っている。運動会で大活躍した部長に、私はますますときめいてしまったのを覚えている。

そんな部長の体当たりでも、窓ガラスは割れなかった。

部長はもう一度体当たりをするが、やはり割れない。三回目を行おうとしたところを、灰田先輩が止めた。

隣ですすり泣きが聞こえる。見ると、堺さんが泣きじゃくんでいた。私は彼女の肩を叩いて慰める。何と言えば良いのか分からないので、無責任な慰めになってしまうことは分かっていた。
「だ、大丈夫、大丈夫だから――」

「何が大丈夫なのよ！」

　私の手を払いのける堺さん。私は堺さんの迫力に怯んだ。堺さんはそんな私を見て、はっとした表情になる。

「……ごめんなさい……」

　彼女は俯く。私は彼女に叩かれた手をおさえると彼女から目を逸らす。
　――私も、怖いよ。こんなの、絶対、大丈夫なわけ、無い。

「……おい、宇川はどうした？」

　灰田先輩が言った。私は昇降口で膝をついていた宇川君の姿を思い出す。

「まだ、昇降口に、残っている？」

「宇川！」

　私が呟くと同時に、部長が叫び、駆け出す。
「二木君、待って！」

　それを追いかける村井先輩を見て、私もじっとしてはいられず、部長の後を追った。

「宇川、大丈夫か、しっかりしろ！」

　昇降口では、未だ膝をついたままの宇川君に、部長も片膝をついて話しかけていた。私は宇川君が居なくなっていないことを確認できて少しほっとした。
私は部長の後ろから宇川君の様子を見る。さっき見たときと変わらず、肩を手で押さえ震えている。
「宇川、とにかく一旦職員室に戻ろう、な？」

宇川君は震えたままだ。そこに灰田先輩と堺さんが来た。

「おい、灰田、悪いが宇川を一緒に支えてくれないか？　俺は右を持つから、左頼む」

「分かった」

部長と灰田先輩に支えられ、何とか立ち上がる宇川君。とてもじゃないが、一人で立てそうに無かった。

そのままゆっくりと、私達は職員室に戻った。

職員室に向かう途中、部長が何度も窓の鍵を開けようとしたり、ガラスを蹴破ろうと試みたが、全て失敗に終わった。

「本当の、怪奇現象だな」

南先生と菊山君を除くミステリ研究部員が職員室に集まり、宇川君がどうにか喋れる程度に回復したところで、部長が口を開いた。

部長の言葉からは、いつものような明るさは感じられない。この事態を本気で受け止めていることが伝わってくる。

「十中八九、菊山と南先生が居なくなったのはこの現象に関わっているだろう。そして俺達はここから出られない。これが意味することは、恐らく、俺達も消える、ということだ」

皆、黙って部長の話を聞いている。恐怖にかられて泣いていたり、動けないでいる場合では無いということが、段々と分かってきた。

「では、俺達はこのまま黙って消えるのを待つしかないのか？　答えはノーだ。今から、その根拠を話す」

皆の顔に期待の色が見え始める。私は、こんなときでも、部長に対する尊敬と好意を忘れることは出来なかった。

「先ず、何故俺達は閉じ込められたか、何故菊山と南先生が居なくなる必要があったのか、ここからだ。皆、地縛霊、という言葉を聞いたことはあるか？」

村井先輩と灰田先輩は頷くが、私達一年生三人は首を捻った。部長が私達の方を向く。

「地縛霊とは、色々な理由によって死んだことを認められない人間、例えばこの世に未練がある人間、そういった人間の意志が死んだ後もその地に残り続ける、というものだ。多分今回の怪奇現象はこれが原因だ」

流石部長、と感心する私。堺さんも宇川くんも頷きつつ部長の話を聞いている。

「さて、そんな地縛霊が俺達をここに留めさせておくのは、俺達がその地縛霊にとって必要だからだ。霊に実体は無いから、実体のある人間に代わりに成し遂げて貰うことでこの世の未練を断ってもらおうとしているのかもしれない。だから菊山と南先生は消えた。ここで問題になるのが、何のために必要なのか、ということだ。もしその地縛霊の目的が道連れだとしたら、かなりやばい」

ひっ、と堺さんが息を呑む。居なくなった菊山君と南先生がもし死んでしまったら、と想像すると、怖い。

「だけれど、もしこの世に何らかの未練があるとすれば、俺達がそれを解決することでその地縛霊は無事に昇天できて、菊山と南先生は帰ってくるはずだ。だから、まずはその地縛霊の未練は何なのかを把握しようと思う」

部長の言葉に、私達は神妙な顔で頷いた。

「よし、そうと決まればその手がかりとなるようなものを探そう。だが、学校に残っている備品はほとんど無いし、俺達はここから出られないから、難しいだろうけどな」

「でも、やらないわけにはいかないわ。早速探しに行きましょう！」

「待った」

村井先輩を、また部長が止める。

「もう夕方だ。悠長かもしれないが、腹ごしらえをしておこう。皆、弁当は持ってきたよな？」

　言われて気がつくと、窓から見える空は暗くなり始めていた。それに、ばたばたしていて気付かなかったけれど、お腹も空いている。
皆も同じようで、各自自分の荷物からお弁当を取り出した。
「菊山と南先生が居ないが、とりあえず、いただきます」

いただきます。部長の掛け声に続いて、皆口々に小さい声を上げる。

静かな食事が始まった。

結局その日、再捜索は行われなかった。暗くなってしまったので、捜索が難しくなったからだ。私達は早くも就寝のため用意した掛け布団を荷物から取り出した。

その頃にはとっくに日も落ちていて、電気のつかない元職員室は、部長の用意したカンテラのような懐中電灯の、黄色い光以外の明かりは無い。

私は窓に寄ると、外を眺めた。星明りに満ちた郊外特有の空に、私はこんな状況にも関わらず心を奪われた。窓を開けようとして、開かないことを思い出すと、急に恐怖が私を襲い、窓から離れると皆の近くに戻った。
元職員室は広いが、私達は中央あたりに固まって横になった。
「一応俺と灰田が番をするから、安心して眠っていろ」

部長はそう言ってくれるが、不安が無くならない。

「ねえ、草野さん、一緒に寝ない？」

そう言って近づいてきたのは堺さんだ。私は快諾する。彼女はどこかほっとしたような表情で私の隣で横になった。私も少し安心する。

「そんじゃ灰田、二時に交代な」

部長の言葉を最後に、静寂と漆黒が訪れる。部長が懐中電灯を消したのだ。耳鳴りがする中、皆の寝息が微かに聞こえる。
直ぐ隣から聞こえるのは、堺さんの寝息だろう。私の息も彼女に聞こえているのだろうか。

少し荒いようなこの寝息は、宇川君だろうか。彼の恐怖は痛いほどに良く分かる。そんな彼を見て、気持ちは皆一緒なんだと知り、不安になっても仕方が無いと思えたのは良かった。いや、別に彼を責めているわけじゃないけれど。

この深い呼吸は、灰田先輩だろうか？　村井先輩だろうか？　今日一日で、いつもは見ることが出来ない一面を見せてもらった。これを境に距離が縮まるかもしれない。
でも、もし村井先輩が部長のこと好きだったら、……私は、どうしたらいいのだろう？

部長は、あそこに居る。ちゃんと位置は確認した。あの闇の奥に、部長は居る。私達を、守ろうとしてくれている。

――部長、部長の目に、今日の私はどう映りましたか？　もし私も消えてしまったら、部長は私を心配して探してくれますよね？　部長……。

私は目を閉じる。大丈夫、皆が、部長が居るから、ここは安全だ。

若干の不安は残るものの、私は緊張の糸が緩んだ気がした。
ああ、明日の朝、今日の出来事が全部夢だったかのように、全部元通りになっていたら良いのにな。

私は胸に淡い希望を抱きつつ、眠りについた。

闇の中で、部長の声が聞こえた気がした。
不思議な夢を見た。

私と部長が二人っきりで遊んでいる夢だった。

でも、私も部長も小学生みたいに小さかった。

何だろう。この光景、どこかで見たような……。

「起きて、草野さん！」

　突然、目の前に堺さんの顔が現れる。

「さ、堺さん？」

「大変なの、先輩が、先輩が居なくなっちゃったの！」

　その言葉で一気に夢から覚める。

「え、部長が！」

「灰田先輩が！」

部長が消えたわけでは無いと安心するのも束の間、灰田先輩が消えてしまったとなれば寝ているわけにはいかない。

私は飛び起きると、周囲の状況を確認する。職員室にいるのは堺さんと宇川君だけだった。堺さんは今にも泣きそうな顔で私を見ている。宇川君は昨日のように、肩をおさえてかたかたと震えている。部長と村井先輩の姿が無い。

「部長と村井先輩は？」

「今、二人で校舎内を捜索しているわ」

二人で、一緒に、だろうか。いや、今はそんなこと気にしてはいられない。また、人が一人消えてしまったのだから。

それにしても、何故灰田先輩が消えたのだろう？　職員室から出たのだろうか？
それとも、本人も気付かぬうちに、消えてしまったのだろうか……？

私はまた、身震いした。もしかしたら、次の瞬間、隣にいる堺さんも、窓際にいる宇川君も、消えてしまうんではないか。

いや、私自身、いつ消えてしまってもおかしくないのでは――。

きい、という音が背後から聞こえた。

驚いて振り向くと、部長と村井先輩が職員室に入ってきた。
「灰田先輩は？」

堺さんの問いに、部長は首を振って答える。

「そんな……」

職員室に、重く暗い空気が漂う。
「あの」

私は、そんな空気を払拭するかのように、口を開いた。

「どうした、草野」

「本当に、ここから出られないんでしょうか？　もしかしたら、どこかから外に出れるんじゃないでしょうか？」

少しでも希望を見出したかった私は、疑問を投げかけてみた。部長だって、まだ探していない場所があるはずだし、もしかしたら、どこか鍵がかかっていない場所だってあるかもしれない。そもそも私達は、そういう場所から入ってきたんだし。

「いや、その可能性は低いな」

けれど、部長は頷かなかった。

「どうして、ですか」

「俺と村井は今朝、一緒に校内の隅々まで捜索したんだ。当然、扉や窓も一つ一つ開かないかどうか試した。だが、残念ながら開いたものは一つもなかった。灰田も見つからない」

「そう、ですか」
――そっか、やっぱり村井先輩と、二人で……。

ああ、もう、何でいつも部長のことしか考えられないんだろう。こんな状況だっていうのに。

いや、こんな状況だからこそ、なのかな。

「ぶ、部長」

今度は、宇川君が手を上げた。

「何だ、宇川」

「その、手がかりとかって、無かったんですか」

　宇川君の問いに、部長は少し俯いて答えた。

「無かった。最悪でも窓を割れるよう、机や椅子が一つでも残っていればと思ったが、それすら無かった。あったのは、埃くらいかな」

「じゃ、じゃあ、やや、やっぱり、地縛霊は、道連れを求めて――」

　そこから先は、声に出ていなかった。

嫌、やめて、と堺さんが小さな声を漏らした。目には涙が溜まっている。

次は私かもしれない。私も、そんな恐怖に全身の毛が逆立って、今にも叫びそうな気分だった。
「落ち着け！」

そんな中、突如発せられた部長の大声に全員が怯んだ。

皆の視線が部長に集まる。それを確認すると、部長は静かに口を開いた。

「俺達は明日に帰る予定だった。家族にもそう知らせてあるはずだ。けれど帰ってこないということになれば、きっと捜索が始まるはずだ。それまでここに居れば、きっと助けが来る」

部長の言葉で、私は段々と冷静になっていく。

そうだ。いつかは助けが来る。だからその時まで我慢すれば、きっと、助かる。

「これ以上、失踪者を出しちゃいけない。皆、この職員室でかたまっていよう」

部長の言葉に、私達は無言で頷いた。

――こんな状況なのに、やっぱり、部長はすごいな。
私は部長の姿に、不思議とどこか懐かしさを覚えた。

「部長」

部長の用意した菓子パンで朝食を済ませてから暫くして、静かな職員室で宇川君が声を出した。
今度は一体、何を尋ねるのだろう。少し、空気が張り詰めた気がした。

「何だ」

「あ、あのう、トイレに、行きたくて」

それを聞いて安堵する。と同時に、自分たちの場合のことを考えてしまう。

「分かった。付き添うよ」

「ありがとうございます」

宇川君は恥ずかしげに俯くと、部長と一緒に職員室を出て行った。

「貴方達は、トイレ、平気？」

「あ、はい」

「平気です」

村井先輩の問いに、私と堺さんが答える。

「ところで先輩、ここ、水出るんですか？」

私は気になって質問した。だってここ、廃校、なんだよね……。部長は楽しみにしとけって言ってたけれど、どういう意味だったんだろう。
「ええ。水道会社に頼んで、一か月分は払ってあるそうよ」

へえ、そうなんだ。流石にそこはちゃんと配慮されている。

「お風呂は、どうするんでしょう」

続く堺さんの問いに、私は再び気になった。そうだ、お風呂無しで二日間過ごすなんて、考えられない。

「プールのシャワーを使う予定だったみたいね。二木君は、ちゃんとガスも買ったって言ってたわ。けど、諦めるしかないわね。外に出なきゃいけないもの」

「え、わざわざ外に出るんですか」

「ええ。しかも彼、暗くなってから一人ずつ行かせるつもりだったらしいわよ。これがミステリ研究部の合宿だって、とても張り切っていたわ。なのに、こんなことになっちゃうなんてね」

先輩は、悲しそうに笑った。

「ところで、あの二人、遅いですね。こんなに時間がかかるものなのでしょうか」

ふと、思いついたかのように、堺さんが言った。

そう言われてみると、確かに遅い。

「……もしかして、いえ、そんなことは……」

村井先輩が呟く。それを聞いて、私は最悪の状況を頭の中に思い浮かべた。

――嘘、だ。部長が……部長が……！

「部長！」

そう言って職員室を飛び出したのは、堺さんだった。

「堺さん、待って！」

村井先輩も堺さんを追って職員室を出る。
私も立ち上がって二人を追おうとした。けれど、体が動かない。

「え、あれ？」

何故だろう。体に力が入らない。立とうとしたら、足が体を支えられず倒れてしまった。

そして訪れる、強烈な睡魔。

突然瞼が重くなり、意識が遠のいていく。

まさか、私も――

助けて、と言う前に、目の前が真っ暗になった。
目が覚めると、私は暗闇の中にいた。

固い床に横になっていたらしく、立ち上がると、体が少し痛む。

ここは、職員室だろうか。

全く前が見えない。

「……部長」

私は怖くなって、声を出した。

けれど、闇からの返事はない。
「部長、部長、部長！」

大声を出しても、何も変わらない。

部長は、どうなったんだろう。

私のように、暗闇の中で一人だけなのかな。

そして、私は、これからどうなるんだろう。

部長は、助けに来てくれるだろうか。

私を探してくれているだろうか。

私はそこで、はっと気付いた。

部長は、何て言った？

部長の言葉が蘇る。

これ以上、失踪者を出しちゃいけない。

そうだ、部長はもう、探しに来てはくれない。

そう思い至った瞬間、途端に悲しみに襲われた。

ひょっとして、私以外の四人は全員無事だったのではないか。そして私が居なくなったことに気付いて、皆は心配してくれる。

けれど、部長は、来てくれない。

その事実が、私を奈落へと突き落とす。

嫌だ。

嫌だ嫌だ嫌だ！

「部長、助けて！」

私は、目頭が熱くなるのを感じながら、叫んだ。

返事は、無い。

残酷なまでの静寂が、漂い続けている。

「……助けて」

私は、顔を手で覆った。涙が止められない。
そのまま大声で泣き叫ぼうとしたとき、

ピアノの音が、とても近くから聞こえた。

驚いて音のした方を見ると、一人の女性がそこに居た。
黒く長い髪に、白いドレス。全体的に華奢で、どこか儚げだ。そんな女性が、古びたピアノに向かい、その演奏席に座っていた。

淡く黄色の光が彼女の後ろから出ていて、影になって顔はよく見えない。

この人が、地縛霊だ。

私はすぐにそう思った。けれど、何故だか恐怖は感じず、神秘的で美しいとさえ思えた。
私が何も言えないでいると、彼女はゆっくりと、右手を伸ばした。その指の先には、楽譜がある。

「あ、これって」

私はその楽譜に見覚えがあった。あの時、音楽室で消えてしまった楽譜だ。

これが、手がかりだったの？

すると女性は、右手で鍵盤を一つ一つ押していった。

ド、レ、ミ、ファ――

あれ、ソの音が、しない。

その後も順に押していったが、所々音が抜けていた。

薄暗い中目を凝らして楽譜を見ると、演奏中に何度も音が抜けてしまいそうだった。
もしかして……。

「私に、歌って欲しいの？」

そう尋ねると、女性はコクリと頷いた。
そうか、この人はきっと、声も出ないんだ。そして演奏も出来ないから、ずっとこの曲が聞けなかったんだ。

伴奏程度ならあまり音も外れなさそうだし、メロディーを弾く必要が無ければ右手で補う事だって出来るはずだ。

けれど、大丈夫だろうか。歌っている間に魂が抜かれる、なんてことがもし起きたら……。
私は女性を見た。相変わらず表情は見えない。けれど心なしか、嬉しそうな表情をしているように思えた。

私はそれを見て決心した。

歌おう。

もしこれが彼女の目的なら、私が歌うことで、皆が無事に帰ってきてくれるかもしれない。

「分かったわ」

私は、頷いた。

女性もまた頷くと、私に楽譜を渡してきた。

「え、いいの？」

楽譜はこれしかない。私が使ってもいいのだろうか。

女性は、しかし、再び頷いた。

そうか。きっと彼女はもう、完全に暗譜しているんだ。

「ありがとう」

彼女はまた頷く。そして、ピアノと向かい合った。いよいよ始まると思うと、少し緊張する。

上手く歌えるだろうか。一度も聞いたことが無い歌を即興で歌うなんて芸当、私はしたことないし、しようとも思わない。日々の練習を積み重ねてようやく上手くなるのは、歌も含め全て同じである。

でも、歌わなくてはならない。

私は不安を抱えつつも、楽譜に目を通した。

音楽室で見たときとは違い、薄暗い中でも文字や音符がはっきりと見ることができた。

この歌の題名は――

「初恋……？」

　それを見た瞬間、私の記憶の中が、部長の笑顔で一杯になる。

伴奏が始まった。私は慌てて楽譜に目を走らせる。

そして、口を開いた。

曲はスローテンポで明るい曲調、歌詞には初恋の相手への思いが綴られていた。

まるで私の胸中を代弁しているみたいだ。

そして、私は彼女の伴奏に導かれるように、自然と言葉を紡ぎだしていた。初めて歌ったとは思えないほど、声が口からどんどん流れ出ていく。
私は歌いながら、部長の姿を思い描く。

部長、私、歌っています。皆のために。部長のために。

さらに歌えば歌うほど、私の心の思いは大きくなっていった。心の底から、私の気持ちが溢れ出てくる。
普段何気なく接しているけれど、一人になると途端に恥ずかしくなったり、ちょっとしたことで嫌われているのかもしれないと不安になってしまったり、偶然すれ違えるだけでも嬉しくて、その声を聞いていると安らかになれて、少し触れ合っただけでどきどきして、一緒にいられる時間が来るのが待ち遠しくて、

会いたくて、

触れたくて、

愛を、囁かれたくて――

　歌が、終わった。

　そして暫く伴奏だけが響き渡り、やがて、止まった。

同時に、私は歌っていた自分を思い出し、恥ずかしさで顔が熱くなった。

私って、あんなに大胆だったの？

顔の温度がどんどん上がっていく。暗闇で分からないけれど、間違いなく今の私の顔は真っ赤になっているに違いない。

は、恥ずかしい。穴があったら入りたい。

なんて思っていると、彼女が楽譜を引っ張ってきた。

「あ、はい」

　私は彼女に楽譜を渡す。彼女が笑った気がした。

すると、ふっと明かりが消えた。

え、どうして、と戸惑う私の耳元で、

「ありがとう」

と声がし、ポンと肩を叩かれた。そして足音が遠ざかっていく。
「ちょ、ちょっと待って！　部長は？　皆は無事なの？」

私は闇の中の彼女に尋ねたが、返答は無かった。

ど、どういうことなんだろう。多分、彼女の望みは叶ったはずだけど……。
私は携帯を取り出した。時刻を確認すると、まだ午後八時だった。

とりあえず携帯の明かりを頼りに、彼女の足音がした方向へゆっくりと歩き出す。壁まで辿りつければ、壁沿いに進んで出口を見つけられるかもしれない。
いつの間にか、私は恐怖を忘れていた。

一歩一歩、確かめるように進んでいくと、右の方が少し明るいように感じた。

見ると、遠くのほうにとても小さな明かりが灯っている。

「誰か、居るんですか？」

少しずつその光に近づいていくと、ある程度進んだところで、床の先がなくなっていた。

驚いて、尻餅をついた。あ、危ない。もう少しで落ちるところだった。

どくどくと激しくなる心臓を押さえるながら、床のふちまで進むと、足をゆっくりと下ろしていく。

届かない……。

今の私は、床のふちに腰掛けて座っている状態だ。

一体どこまで、続いているのだろう。もしここから落ちたら……。

ごくり、と喉が動く。再び恐怖が戻ってきた。
すると、遠くのほうにある黄色い光が、段々と大きくなってくる。いや、近づいてきているのか。
よく見ると、近づいてきているのは光だけでは無かった。

その光、いや、カンテラのような懐中電灯を持った人が――

「部長！」

私は、感激のあまり再び目頭を熱くした。

部長は私を見た。

「あれ、草野、もう起きたのか。分量間違えたかな」

部長は頭を掻きながら近づいてくる。

私はふちから飛び降りた。部長の顔の高さで、段差がそこまでないことを知ったからだ。

そして部長に走り寄り、その胸に飛び込んだ。

「く、くくく草野、どうした？」

「部長、私、怖かったです。でも、きっと部長を助けられると思って……。部長は大丈夫でしたか？　怪我とか、していませんか？」

「く、草野……。その、悪い、離れてくれ」

震えた声で言われ、私は今の状況に気がつく。

「あああああ！　ご、ごめんなさい。私、その、とても不安で！」

ううう、どうしよう。私ったら、何てことを……。

でも、ちょっと嬉しい。

部長は胸を押さえ、深呼吸を数回すると、私に言った。

「あ、謝るのはこっちのほうだ。そこまで怖がらせちゃって、ごめん」

え、部長が謝る？　どうして？

部長はばつの悪そうな表情をしていた。そして、突然頭を下げた。

「ごめん！　一連の地縛霊騒ぎは、俺の仕業だったんだ」

ど、どういうことなんだろう。さっぱり分からない。

「えっと、説明するとだな――」

部長はゆっくりと説明を開始した。

一度この学校に来たときに、窓ガラスの頑丈さを確認していた部長は、廃校に閉じ込められるというシナリオを思いついた。

そこで自治会にかけあい、このことを話して、鍵を接着剤で動かなくしていいという許可を得たらしい。そろそろ取り壊しをするそうで、閉まっていても問題は無いだろうと承諾してくれたそうだ。

そして全ての鍵を動かなくした後、私達が入った男子トイレの鍵だけをそのままにし、外に出たのだという。

それを顧問の南先生に話し、どっきり地縛霊計画という名の下、合宿が行われたのだそうだ。

当日、まずは唯一鍵をかけなかったトイレの窓を知らせ、全員が入ってトイレから出た後、接着剤で鍵を固定する。

次に、捜索の際、私達と会った後に南校舎まで足を伸ばし偶然南先生を発見してしまった菊山君に事情を話し、南先生と一緒に南校舎の四階に隠れてもらう。

窓ガラスは見破られないよう器用に手加減して、部長でも割れないという事実を見せる。

灰田先輩には皆が寝ている間に事情を話し、隠れてもらう。

部長を村井先輩が探していたときは、あらかじめ部長が校内で探す順番を知らせていたため、その通りに動く部長と部長に先導された村井先輩に見つからないよう移動し、既に探し終わった教室に隠れてもらう。

そして部長の用意したパンには、部長以外のパンに睡眠薬が入っており、眠った四人を南先生と部長でここ、体育館まで運び、運び終わった後灰田先輩と菊山君にも睡眠薬入りパンを食べさせて眠ってもらう。

そして南先生は部長と一緒に皆のご飯を給仕室で作ったり、校内に仕掛けを施したりしたらしい。
「随分怖がらせちゃったな。失敗失敗。今度からは出来るだけ自重するよ」
「じゃ、じゃあ、あの女の人は、誰だったんですか」

「女の人？　どんな」

「そ、その、細くて、黒い長髪で、何か、神秘的で……」

「……ふーん。夢でも、見てたんじゃないか？」
　部長はあさってのほうを見て、そう言った。

……そうなのだろうか？　いや、でも……。

「お、皆も起きたみたいだな」

そう言われて振り向くと、体育館のステージの上で、他の部員たちも起き出していた。

「う、ここは一体、どこなの？」

「その声は、村井先輩ですか？」

「堺さんね。貴女は大丈夫？」

「は、はい」

「二人とも、起きたか」

「灰田君、無事だったのね！」

「ああ」

「は、灰田先輩、ここは、どこなんですか？」

「体育館だ」

「結局、二木先輩の仕業だったってことです」

「この声は菊山君！　貴方もここに？」

「ええ、まあ」

「菊山君、一体どういうことなんですか？　部長の仕業って……」

「今回の地縛霊騒ぎは、全部二木先輩が計画していたものだったってことですよ」

「……ああ、そうだったの。まんまとしてやられたわ」

「そうだったんですか。良かった。本当に消えてしまったのかと……」

皆が話しているうちに、私と部長も、ステージに上がった。部長の懐中電灯が皆の顔を照らす。
「よう、皆。今回は驚かせすぎて、ごめん」

「はあ、全く、二木君がここまでやるとは思わなかったわ。次回からはもう少し、心臓に優しくしてね」

「善処するよ」

「じゃあ二木先輩、今度は本当の怪奇現象の起きる場所に招待してくださいね」

「おう、任せとけ」

「部長、とても怖かったです。でも、終わってみると面白かったです」

「悪かった。でも、まだ終わってないぞ。これからが楽しいんだ」

「まだ何かする気か？」

「勿論だ。灰田にだって叫び声をあげさせてやるぜ」

「う、ううん」

「おう宇川、起きたか。調子はどうだ」

「ぶ、部長？　それに皆も！」

「いやー、済まなかった。実はだな……」

一連の説明をする部長。

「そ、そうだったんですか。よかったー」
「安心するのはまだ早いぞ。これから肝試しだ」

「ええー！」

安心しきったところで再び恐怖心を煽られ、宇川君は声を上げた。私も少し怖くなってしまう。
「でも部長、私達、本気で死ぬんじゃないかと思ってしまうほどの体験をしたんですよ。今更肝試ししても、あまり驚かないのでは」

堺さんが尋ねる。確かに、死への恐怖に勝るほどの肝試しなんて、存在しないのではないだろうか？

「ふっふっふ、本当にそうかな。とっても怖いと思うぜ」

部長は楽しそうに笑う。絶対に何かあると思わせぶりな顔だった。

「今度は何を……って、二木君が言うわけないわよね」

「おお、村井も学んできたな」

「今回のようなことは、出来れば言って欲しいけどな」

「悪かったって。そろそろ許してくれよ、灰田」

「肝試しですか。何も無いよりかはいいですね。僕はすぐに隠れる側になっちゃいましたから、あまり楽しめなかったんですよ」

「菊山を先に隠れさせたのは、ああいう状況で雰囲気を壊しそうだったからだよ」

「じゃ、じゃあ僕が残されたのは……」

「お、察しがいいな、宇川。悪いが、お前は雰囲気作りにぴったりだと思った」

「部長、それで、肝試しって、何をするんですか」

「よく聞いてくれたな、堺。今からルールを説明する」

部長は嬉しそうに説明をし始めた。

部長の言う意味が分かった、というのが、堺さんとペアを作り肝試しをすることになった私の、北校舎の二階と三階の間の踊り場で抱いた感想だった。

「く、草野さん、そこに、いる？」

「う、うん、ちゃんといるよ」

ちゃんと手を繋いでいるにも関わらず、こんな質問が堺さんから尋ねられるのには、勿論わけがある。

今夜は今にも雨が降りそうなほど雲が厚く空を覆っていて、星明りは全く無く、更には新月の日だそうで、月明かりも皆無だったのだ。

校舎内はほぼ真っ暗で、手を伸ばせば指が見えないほどだった。

さらに、今私が持っている部長から渡された懐中電灯は電池が切れかけているよう調整されているそうで、光量が少ない。早くゴールしないと電池が切れるぞ、と笑う部長を思い出す。
極めつけは、私の腰にベルトと一緒に付けられたカセットテープだ。

『……カツ……カツ……カツ……』

今流れているのは足音だ。まるで本当に後ろから誰かがついてきているみたいで、とても怖い。真夜中の廃校という環境も恐怖を煽るのに一役買っている。
ちなみにさっきまでは、女の子の隣に居た友人と思っていた人が実は幽霊だったという怪談だった。

『カツカツカツ……』

『ヒ、ヒヒ、ヒヒヒヒヒヒ！』

「きゃああ！」

暗闇の中、近づいてくるような足音と笑い声に加え、堺さんの声が響く。

「堺さん、大丈夫？」

「う、うん。ごめんなさい。私、ホラー小説とかは平気なんだけど、こういう、音とか、駄目なんだ……」

「もう少しでチェックポイントだよ。頑張ろう」
この肝試しでは、ペアごとにチェックポイントが決まっていて、どういう道順で行くかは自由だ。私達は北校舎四階にある音楽室と、南校舎一階にある女子トイレだった。そこにある、蛍光ペンで文字の書かれた紙を二枚とって職員室に行けば、夕食にありつけるのだという。
説明しているときの部長、本当に楽しそうだったな。

そんなことを考えると、恐怖が和らぎ、そして地縛霊とのやりとりを思い出し……少し顔の温度が上がった。

そして、何とか音楽室まで辿りつく。
「あ、あれじゃない？」

私は堺さんの手を引いて、入り口から少し離れた所にある紙を指差した。

二人で近寄っていく。

その時、懐中電灯で一瞬照らされて、何かが見えた。

あれは……。

「ごめん、堺さん」
「えっ」

私は堺さんの手を離し、それに向かった。

どうしてここに、という疑問が沸くが、確かにそこにあったそれは、『初恋』の、楽譜だった。
「どうしたの、草野さん」

少し震えた声で尋ねる堺さんのもとへ、慌てて戻る。楽譜はとりあえず背中に、スカートとシャツで挟んでブレザーで隠した。後でバッグにこっそりしまっておこう。
「ごめんなさい。ちょっと、気になることがあって」

私は曖昧に誤魔化す。堺さんは懐中電灯の薄明かりの中、不思議そうに首を傾けたが、私の腰のカセットテープから新たな音が再生され始めたため、早く行こう、と私の手を引いて、音楽室を出た。
その後、私と堺さんは恐怖と戦いながら次のチェックポイントを通過し、途中で懐中電灯の電池が切れたので紙の蛍光塗料の僅かな明かりを頼りにし、職員室に着いてようやく安堵の息を吐いた。

「おーう、お帰りー」

職員室には、部長と南先生が居た。部長が紙コップを持った手を上げる。

「あんた達、大丈夫だった？」

明るく笑う南先生の顔は、何だか懐かしかった。

「ひどい目に遭いましたよ」

「部長、ひどいです」

私と堺さんは不満を漏らす。
「まあまあ、許してあげなよ。半分は私のせいなんだからさ。ほら、夕食だよ」

そう言って南先生が差し出したのは、紙皿に盛られたカレーだった。

「うわあー」

「おいしそうです」

思わず感激の声を上げ、急に食欲が沸いてきた。自分たちで持ってきたスプーンを取り出し、いただきますをしてから食べ始める。

おいしい。

空腹という調味料も加わり、南先生と部長の作ったカレーはとてもおいしかった。

夢中で食べているうちに他の皆も戻ってきて、一人残らず部長に文句を言った後、私達と同じようにカレーを食べる。

食事が終わり後片付けも済むと、さあシャワーを浴びに行くぞ、と部長が嬉しそうに言う。

女性陣は清潔を保つために仕方の無いことなので文句は言えず、男性陣は文句を言うものの、部長命令だ、の一言で押し黙ってしまう。

じゃんけんでシャワーを浴びる順番を決める。部長の提案で勝った人が先に行くルールとなり、私は勝ちに勝って一番となった。運が良いのか悪いのか、複雑な気分だった。

「じゃあ、行くわよ草野」

着替えとタオル、自前のボディソープとシャンプーを持った私に、南先生が声をかける。

「南先生も付き添ってくれるんですか」

「ええ。万が一に備えてね。けれど、シャワーは一人で浴びるのよ」

そこまで甘くはなかったか、と少し落胆しつつ、南先生と職員室を出る。

下駄箱までいくと、南先生は内側から鍵を開けた。

「あれ、ここって開くんですか」

「ええ。ここだけね。二木はわざと力を抜いて、開かない演技をしたのよ。それでも、力を入れなきゃ開かないけれど」

先生はそう言うが、実際には片手で軽く開けたようにしか見えなかった。

先生の隠された実力に少し興味を抱きつつ、プールのシャワー室まで南先生と歩く。その道中、私は先生に質問した。

「先生、先生は部長の企画、どこまで知っていたんですか」

「全部知ってたわよ。そもそも企画の半分は私のアイデアだし」

　その言葉に私は驚く。

「あ、あんな企画を、先生が」

「だって面白そうじゃない。本当はもっと派手にやりたかったんだけど、二木に止められちゃって」

そう言って、ふふっ、と笑う南先生。

あれ以上派手にって……一体どんなことをするつもりだったんだろう。

私は部長に感謝する。もし部長が何も言わず南先生企画の合宿を行っていたら、ショック死していたかもしれない。

「さ、着いたわ。この二つのシャワー室のうち、右が女子用、左が男子用よ。私は更衣室にいるから、何かあったら呼んでね」

　そこは中にシャワーだけがある小さな個室がたくさんあるシャワー室だった。先生はそのうちの二つを指差した。
「あの、明かりが無いんですけれど」

「あら、汚れてはいないわよ。二木が洗剤をこれでもかってくらい使ったから」

「いえ、そうではなく……」

「シャワーや蛇口の位置は手探りで分かるはずよ。自分で持ってきたんだからシャンプーとボディソープとの区別もつくでしょう。他に何か」

そう言い放つ南先生の笑顔をみて確信する。この人は部長よりこういうことが好きなんだ……。

私は諦めて着替えとタオルを先生に渡すと、個室に入る。そしてほぼ真っ暗状態で手早く用を済ませた。

何だか上手く洗えなかった気がする。

そんな不満を抱きつつ、更衣室に行く。

流石に更衣室には明かりがあった。南先生の持っている懐中電灯の、僅かな明かりだが……。

「着替えはその棚の中ね」

「ありがとうございます」

南先生は私に背中を向けたまま、着替えを入れるためにあると思しき棚を指差す。

「どうして後ろを向いているんですか？」

「あら、他人に裸を見られても気にしないのね」

「……やっぱりそのまま、後ろ向きでいいです」

「あら、残念ね」

楽しそうに笑う先生の背後で、私は急いで着替えを終わらせる。

「ところで、草野」

「はい、何でしょう」

着替えを終わらせた旨を伝えると、先生は振り返り尋ねてきた。

「灰田に、貴女が音楽室でピアノの音を聞いたって聞いたわ」

「あ、はい。確かに」

私は思いがけない質問に、少しドキリとする。

「それと、楽譜を見たって」

「そ、そうです」

実際に持っているということは、言うべきだろうか。

「そう。じゃあ貴女が後片付けの最中、バッグにしまったのはその楽譜だったのかしら」

心臓が、跳ね上がった。

まさか、見られていたなんて……。

私は観念し、誤魔化さないことにする。

「そうです」

「やっぱりそうだったのね。まあ、多分大丈夫でしょうけれど」

暫し思案顔をする南先生。

「それは、霊の仕業じゃないわ。ただの楽譜よ。あのまま、貴女が持っていて構わないわ」

「でも、先生。私、とっても不思議な体験をしたんです」

先生の眉が、微かに動いた。
「へえ。それは一体どんな体験かしら」

私は言葉を選びつつ、事の一部始終を先生に話した。私の抱いた感情は意識的に話さなかったが。

私の話を、先生は興味深そうに聞いていた。

「そうだったの。ふーん」

全て聞き終えた先生は、一つ頷くと言う。

「もしかしたら貴女、人並み以上の霊感があるのかもね」

「霊感、ですか」

「ええ。霊を感じる力が強いのよ。貴女が会ったっていう地縛霊の存在を、ピアノの音として感じ取ったんだと思うわ」

「じゃあ、あの楽譜は……」

「その地縛霊が宿っていたもの、かしらね。きっともう未練は消えて昇天したはずだから、今はただの楽譜よ」
「あの、先生。やっぱり、地縛霊って存在するんですか？　私、今でも少し信じられないんです。本当に、幽霊が存在するなんて」

そう言うと、先生はフフッと笑った。

「最初は皆、信じられないものよ。でも、体感しちゃったら信じないわけにはいかないわ。まあ、どちらにしろ、貴女の自由だけどね」
「で、でも、それならどうして公にならないんですか」

「貴女みたいに、霊感が強い人は少ないのよ。分からない人には絶対に分からないわ。だからミステリーとして存在する。こういうのって、面白くないかしら。私達だけが知っている世界よ」

「もしかして、先生も」

「さあ、どうかしらね。あったとしても、貴女程強くは無いと思うわ。私はピアノの音なんて聞こえなかったし。因みに霊感を持つ人同士は惹き合うって話は聞いたことあるけれど、貴女は、私から何か感じるかしら？」
先生は楽しそうに言うと、思い出したかのように、あら、と呟いて、
「じゃあ、そろそろ戻りましょう。他の子を待たせちゃ悪いわ」

続けてそう言い、外に出て行った。私も慌てて、先生の後を追う。

――部員のうち、何人が霊感を持っているのだろう。

私は先生と職員室まで戻る途中に、そう疑問を抱いた。

職員室に戻った私を迎えたのは、堺さんの泣きそうな声だった。

「大丈夫だった？　何も無かった？」

わけの分からない質問に、私は戸惑いつつも、うん、と答えた。

先輩方から事情を聞くと、私と先生が職員室を出ていってからずっと部長による怪談を聞かされていたらしい。

どれだけ凄まじかったのか想像できないが、堺さんは混乱しているし、宇川君は部屋の隅で蹲ったまま微動だにしないことから、ある程度推察はできる。
「先輩、先輩には参りました。完敗です。ですからこれ以上、話さないでください。お願いします」

菊山君でさえ怖がっている状態だ。
灰田先輩と村井先輩は然程怖がっている様子は見られなかった。後で聞いた話によると、去年似たような話を聞いていたらしい。
「おお、草野、帰ってきたか。少し遅かったな。でも百物語達成までまだまだ話はあるから安心しろ」

　それを聞いて、私の背筋に寒気が走った。堺さんは耳を両手で塞ぎ、菊山君も身震いしていた。

「二木君、これ以上は止めて。他の皆がついていけないわ」

「村井の言う通りだな。二木、もうおしまいだ」

そんな私達を村井先輩と灰田先輩が救ってくれる。

先輩方、本当にありがとうございます。

私達一年生の中で、村井先輩と灰田先輩への尊敬度が急上昇した瞬間だった。

「分かったよ。じゃあ俺は今のうちに校内の仕掛けを回収してくるから、一人ずつ、シャワーを浴びに行けよ」

　渋々引き下がる部長は、一人ずつ、の部分を強調してそう言うと、『仕掛け袋』と大きく書かれた白い袋をバッグから取り出して、職員室から出て行った。

その後、部長の言うとおり一人ずつシャワーを浴びに行き、全員がシャワーを浴び終わると、寝ることになった。時刻は午後十一時、高校生の就寝時間としては妥当だろう。

部長は消灯する以前に、もう眠っていた。職員室に戻ってくるなり、眠い、と一言言うと横になり、そのまま寝息を立ててしまった。

何だか、可愛い。

そう思った私は、ふと『初恋』を思い出し、紅潮してしまった。多分、誰にも見られなかったと思う。
そんな、緊張しっぱなしの一日だった。

疲れてはいるが、まだ少し興奮しているせいかなかなか眠れない。

寝返りをうつと、部長の懐中電灯の黄色い光が見える。そういえば昨夜も、あの光をつけていたっけ。

その時、ふと、頭の中にある疑問が芽生えた。

なんてことない疑問だった。別にどうでもいいかとわりきってしまってもいいような疑問だった。

けれど私は、答えを探した。私が納得できる答えを。

そして、一つの結論に辿りついた。

さらにその結論から、色々なものが見えてきた気がした。パズルのピースが一つ埋まった瞬間、連鎖的に組みあがっていくようだった。

私は、起き上がった。最後に、確認をしておきたかったのだ。
今何時だろう。随分時間が経ったような気もするし、殆ど経っていないようにも思える。

私は携帯電話の明かりを頼りに、皆が起きないよう静かに、目的のものに近づいた。そして、中を見る。

決定的な証拠が、そこにあった。

三日目はあっという間だった。

朝、ソーセージを挟んだパンをアルミホイルに包み牛乳の紙パックに入れてその紙パックを燃やして作る、カンガルードックというものを食べ終わると、すぐに帰る準備が始まった。帰るまでに時間がかかるから仕方が無いのかもしれない。

校舎内の掃除は部長があらかた済ましていたらしく、私達は職員室を部長の持ってきた雑巾で拭くだけでよかった。
「よーし、それじゃあ皆、帰るぞ」

全員が校門のところに集まると、部長はそう言い、駅に向かって歩き出した。部長に続き、他の皆も歩き始める。

最後尾を歩く私は、少し歩くと、振り返った。

昨日の雲はどこへやら、清清しい青空の下、その校舎はそこにあった。

たった二日間だったけれど、この校舎に居て、私はとても変わったような気がする。そんな、中学校を卒業したときのような、達成感のような思いを抱いた。

今なら、きっと――

「置いていかれるわよ」

そう言われて前を向くと、南先生の姿があった。他の部員達とはかなり距離がある。

「すみません、先生」

「いいわ。ほら、行くわよ」

私と先生は、駆け足で道を進んだ。
その後電車を乗り継いで、途中でお昼ご飯を食べて、皆と話をして、気がつけばもう、私達の通う高校の近くだった。日もそろそろ沈もうとしている。
「じゃあ、俺の家はこっちだから」

「あ、私もそうです」

途中の乗り継ぎで、灰田先輩と堺さんが違うホームに行き、

「それでは、僕はこの駅なので、失礼します」

「僕も、ここです。あの、お疲れ様でした」

途中の駅で菊山君と宇川君が降り、

「それじゃあ、また９月に会いましょう」

「宿題終わらせないと居残りさせるから、覚悟してね」

私が降りる駅で、村井先輩と南先生に別れを告げた。

「あれ、部長もこの駅なんですか」

「ああ。途中まで一緒だな」

部長が笑いかけてくれる。私は自宅の最寄り駅が部長と同じことを知って、嬉しくなった。

それに、丁度部長に聞きたいこともあったから、都合が良かった。

「部長」

「ん、何だ」

駅から暫く歩いた後、人気の無い川に沿った道を歩きながら、私は部長に切り出した。

「もう一つ、種明かしをして欲しいことがあるんです」

私はそう言って部長を見る。部長は軽く首を傾げた。

「それは何だい」

「学校の地縛霊の正体、あれ、部長ですよね」

部長は、少しだけ、しかし確かに、目を大きくした。

「地縛霊、ねえ。あの学校には居なかったと思うけど」

「じゃあ、部長は女装趣味をお持ちの変態さんですか」
私はからかうように言う。部長はそれを聞いて、私から視線をはずす。

「どうしてそう思うんだい」

「部長の『仕掛け袋』の中を見せていただきました。中には黒く長い髪のカツラ、白いドレスが他の道具と一緒に入っていました。学校から帰ってくるまでの道中、他の皆にさりげなく聞いたのですが、肝試しでもそんなものは誰も見ていないそうです。それに部長、言ってましたよね、地縛霊に実体は無いって。でも私、楽譜だって手渡されたし、肩も叩かれたんですよ。これっておかしいですよね、体が無くっちゃ」

私はニコリと笑って言った。

部長は観念したように、ため息をついた。
「悪いけど、ちょっと話に付き合ってもらえるか」

部長に連れられてきたのは、公園だった。ブランコと砂場、滑り台くらいしか遊具が無い。
日は完全に沈み、空が暗くなり始めている今では、この公園の景色は私に寂寥の念を抱かせた。
この公園は知っている。小さい頃、よくここに遊びにきたっけ。持ち前の明るさでそこに集まった他の子達を誘って、鬼ごっこしたり、サッカーしたりした。学年が上がるにつれて、段々と他の子が減っていって、私が小学六年生になってからは、私を含めてたった二人になって、その二人で宝探しとか探検ごっことかした気がする。
中学生になってからは、部活で忙しくて殆ど来れなくなっちゃったんだよね。

あの男の子、どこに行っちゃったんだろう。

「さてと、どこから話そうかな」

部長はベンチに座ると、前を向いて口を開いた。私は部長の隣に少し距離を空けて座り、部長の声に耳を傾ける。

「先ずは、そうだな、俺には霊感があるって言ったら、信じてくれるか」

私は首肯する。それはなんとなく想像がついていた。

「俺が初めてあの校舎に行ったとき、地縛霊の存在に気付いた。だけど、それだけだった。その地縛霊が何を望んでいたのかはさっぱりだった。だから俺に憑依してもらったんだ。ちょっとした儀式をしてな。そして彼女の意識を垣間見た」

まるで物語の中のような話が展開されていく。私はそれを、黙って聞いていた。

「だが問題が一つあった。一旦憑依してもらって彼女の望みを知ることができたはいいものの、彼女はどうも、自分でも演奏してみたかったようなんだ。つまりは、霊感のある人間が二人、必要だったわけだ」

「霊感が無いと、駄目だったんですか」

「駄目だな。憑依すらままならない。そこで、今回の合宿をすることになった。本来なら、霊感があるかどうかを試してから来たかったんだが、時間が足りなくて、合宿中変な音とか気配とかを感じた人間にしてもらうことになった。そういう人間がいなかったら、また後日、なんとか人を探して来るつもりだったが、灰田から草野のことを聞かされて、もしかしたら、と思ったんだ」

部長は私の方を向いて、微笑む。

「ありがとう、草野。お前のおかげで、彼女は無事昇天したよ」

私は恥ずかしくなって、顔を部長と反対側に背けた。

「あ、い、いえ、お役に立てて、幸いです」

私は息を整えると、気になっていたことを尋ねた。

「部長、彼女は、どういった人だったんですか？」

部長の方を向くと、部長は空を仰いでいた。

暫く沈黙してから、部長は口を開いた。

「階段の踊り場から落ちて角に後頭部をぶつけた。先生の許可を得て、音楽室である曲の練習をしていた後の話だったらしい。自分の気持ちを曲にして、同級生にその曲を聞かせることで伝えようとしていたそうだ。自ら弾き歌いしてな」

私は彼女の無念を想像した。何ともいえない思いが込み上げてくる。
「一体何年間、その想いを抱き続けていたんでしょうね」

「二十八年だ。ちょっと調べた」

二十、八年。

私は驚き、そして、悲しくなった。

私が生まれるずっと前から、彼女は無念を晴らせずにいた。今回私がしたことだって、それの代わりでしかない。

本当の望みは、結局、叶わなかった。
「彼女は、本当に満足だったんでしょうか」

「多分、どこかで悟っていた部分もあったんだろうな。自分は死んでしまっていて、もう望みは叶わないんだって。けれどせめて最後に、完成したあの曲を聞きたかったんだと思う」

部長はそう言って、立ち上がった。

「これで種明かしはおしまいだ。また二学期に会おうな」

「待ってください」

公園の出口に向かう部長を、私はひきとめた。

「どうした、まだ聞きたいことがあるのか」
振り向き、私を見る部長。

私は、三日間を思い返す。

一日目、色々な不安で押しつぶされそうになった。

二日目、『初恋』を歌って気持ちが大きくなった。

三日目、今の彼女の話で決意できた。

後で後でって先延ばししちゃいけない。

今、言うんだ。

部長に、伝えるんだ。

取り返しがつかなくなって、後悔して、地縛霊にならないためにも、
私に勇気をくれた彼女に、感謝するためにも、

「部長」

躊躇いは無い。

『初恋』を歌っていた時のように、

心から溢れる気持ちが止められず、

ありきたりな言葉になって、

自然と口から零れだす。

私は、今、

それを恥ずかしいとも、

怖いとも、

思っていなかった。

「貴方のことが大好きです」

「それで、向こうから告白されたわけだ」

「……そういうわけです」

「小学生の頃からずっと片思いの彼女に、向こうから告白されるなんてね。しかも彼女、貴方のことに気付いてなかったじゃない。ということは、会って一年も経たずに告白までしたってことでしょ。ずっとうじうじしていた貴方って何なの？」
「忘れられてたから、半ば諦めてたんですよ。一緒の部活にいられるだけで良かったって。まさか向こうから告られるなんて思ってもいませんでした。先生が何か吹き込んだってわけじゃありませんよね」

「あら、私は何も言ってないわよ。強いて挙げるなら、霊感を持つ人同士は惹き合う、とは言ったけれど」

「それに俺、か、彼女に、先生が儀式だとか言って俺に着せた衣装だって見られたんですよ。どうして先生が持っていてくれなかったんですか」

「だって、あれもう貴方の物でしょう。何で私が持たなきゃならないのよ」

「彼女だったからまだよかったものの、他の部員に見られたら完全に誤解されるからです！」

「まあまあ、結果的に良かったんじゃない？　裏ミステリ研究部の部員が増えて」

「それは、そうですが……」

「それに、貴方の初恋が実って、ね」

「え、ええ、まあ」

「即刻オーケーしちゃったんでしょう？　他の部員にはまだ言えないかもしれないけれど、相思相愛のいいカップルができたじゃない」

「…………」

「……もしかして、返事、してないの？」

「そ、そりゃあいきなりのことで驚いて、混乱して、返事なんて、そんな……」

「うっわ、最低。初恋の女の子に向こうから告白されて返事もしないとかありえないわ。彼女、今頃泣いているわよ」

「考えさせて、とは言いましたが……」

「そういう問題じゃないの！　全く、乙女心が全然分かってないんだから……。いい？　今度会ったら小学生の頃からずっと好きでしたってそっちから告白しなさい。それすら出来なかったら張り倒すからね」

プッ。ツーツーツー。

後書

　完成が怖ろしく遅れてしまいついには卒業してから渡すことになり真に申し訳ございません、ジョーズです。受け取っていただき、尚且つここまで読み進めていただいて感謝感激＆謝罪平伏でございます。　

ホラーよりも初恋の方に傾いてしまいました。ホラーって恐怖って意味なのにあんまし入っていない。しっかし長いなー。後書含めて４０枚だそうです。部活動では二ヶ月で書き上げられる量ですが、遅くなりまして改めてごめんなさい。色々と辻褄あわせに時間をとられました。書き始めたはいいもののエンディングをどうするかで試行錯誤し、決めては変え決めては変えを繰り返してしまい書いては消し書いては消しの連続でした。

一番の悩みどころはホラーか恋愛かどちらに傾けようかということでした。怪物出してスプラッタにして最後に二人だけ残るという案もあったのですが、無意味に人が死ぬのはあまり好きじゃありませんので変更しました。結果的に恋愛が色濃く残りましたが、何とか収まったと思っております。

ところで、ある本に寄りますと、素人に五人以上の人物は書き分けられないという言葉がありました。今回それにチャレンジしてみましたが、やはり難しい。一人一人のキャラクターをたてるのに一苦労です。出番も少ない分、あまり印象に残らないんじゃないかな、と思うこともしばしばありました。読者としては、どう感じるのでしょうか、とても気になります。長くてつまらないものほど読む気が失せますしね。こういった小説を飽きさせずに読ませるためには、やはり読者の注意を所々でひかなくてはなりません。伏線をはることで、これからどうなるんだろう、と読者をどきどきさせたりする技量が切実に欲しいと思います。一応、今回伏線（？）を張りましたが、上手くいったのでしょうか？　やはり作者じゃ分からないところを読者は見ていたりしますからね。あ、推敲はちゃんとしましたよ。書いている途中で何度も戻って確認はしました。ええ。

ここで再び感謝＆謝罪の言葉を。

いやもー後書まで読んでくれて本当にありがとうございます。そして遅れてしまって本当にすみません。執筆を断念し勉強していた甲斐があったのか、志望校には見事受かりました。応援ありがとうございました。え？　そんなのしてない？

ジョーズ君もついに卒業です。ああ、長かったようで短かったような高校三年間、しみじみしちゃうぜー。

ではではジョーズでした！　しーゆーあげいん。






























































































































